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　日中戦争開戦の翌年、国家総動員法が公布された昭和１３（１９

３８）年ごろから、日々の暮らしも戦時色を増していきます。節約が

奨励され、人々は勤労奉仕に駆り出されました。１６年末に太平洋

戦争が始まり、緒戦勝利の熱狂に沸いたのも束の間、ふるさとは

徐々に生活物資や食糧不足に苦しむことになるのです。

　国民学校と名を変えた小学校の校庭は「決戦畑」と呼ばれるイモ

畑に、花壇は野菜畑になりました。カボチャのツルを屋根上まで伸

ばした家もありました。

　空襲に備え、薭田野小の楠の下や曽我部小の土手の脇などに大

規模な防空壕が、各町内でも小さな防空壕がいくつも掘られ、軒先

には防火水槽を置きました。

　銃後のまちは文字通り暗い印象でした。土蔵の白壁は黒く塗ら

れ、夜は電灯に布が被せられ、明るい色の服も禁止でした。女生徒は

兵庫や京都市内など遠方の軍需工場へ。市立図書館の近くにもミシ

ン工場があり、花の青春を落下傘縫いに費やしたのです。

　夫や兄弟は次 と々、女たちの千人針を携えて出征していきました。

母親ら家族は亀岡駅や千代川駅などで、多くの人 と々ともに威勢良

く旗を振って見送らねばなりませんでした。亀岡市遺族会の「みたま

の記録」（1974）によると、日中戦争以降、亀岡では１６１１人が戦

死（戦病、戦傷死含む）。小さな箱に納められたはかない帰郷を迎え

たのも、ふるさとの駅でした。
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